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＜連絡事項＞
・公衆電話が直った事からピンク電話になっています。
＜患者様情報＞
・主治医より、本人様と話し合い青山荘へ入所する事を納得された様なので入所方向です
すめたい事を伝えたら、青山荘スタッフは「分かりました。ＳＧＭへ連絡し何か必要な
事があれば連絡するとの事でした。また、同時にｓｗ吉田さんにも上記内容を伝え了承
された後青山荘、藤島氏から青山荘へ入所意思確認したとの連絡があったが最終的
な返事を1/29受け取る事とし、2/6での入所方向で進めたいとの連絡がありました。
＜要注目患者様＞
・佐々木　悦子様～先週の日曜日から妄想言動が見られていた。日中問わず他室侵入あり、指導と促しに「入ったけど何もしていない」と言い訳し自分を正当化する発言聞かれて言います。
・小笠原　文人様～昨日306号室へ部屋移動しています。その後は夜間静かになり歩行の不安定さあるが手すりにつかまり部屋に戻っています。今日の朝食後よりコーヒーを飲みたいと執拗に要求あり、担当スタッフと相談する事で納得されている。奇異行動はなく呂律不良の会話は続いているが聞き返す事に対し怒らず言い直す状況が見られるようになっています。
　　　　　　　　　今後も歩行状況の観察と精神症状の変化を見極め対応していきます。
・土川　貴広様～各食レストランへ移動しているがスタッフ付き添いにて病棟に戻っていました。服薬、食事以外はほとんど自室で過ごしていた。午後からはホールで過ごしているが他者交流なく過ごされています。スタッフからの話しかけに「困っている事はない」と答えられています。今後も話しかけていき、希望している事や不安等有無も確認していきます。
＜皮膚診察状況＞
新規：角濱　義弘様～右上腕部発赤、表皮剥離の為診察。
　　　　　　　　　　右上腕に経1㎝発赤、中央に表皮剥離、痂皮あり、
　　　　　　　　　　処置：ゲンタマイシン軟膏+ガーゼと指示あり。

杉澤　恵子様～両手の手荒れあり診察。
　　　　　　　両手皮膚乾燥、発赤、落屑、皮膚肥厚にて慢性湿疹
　　　　　　　処置：デルモゾールＯＤ軟膏塗布（水で手を濡らす事を控える、濡らしたら拭いて軟膏塗布をするようにと指示受けている）
出河　攻様～テルビナフィン外用液1本
杉澤　恵子様～デルモゾールＤＰ軟膏5ｇ2本
畑中　成夫様～ゲンタマイシン軟膏10ｇ 1本
原　吉郎様～デルモゾールＤＰ軟膏5ｇ 1本
角濱　義弘様～ゲンタマイシン軟膏10ｇ1本
沼端　恵子様～テルビナフィンクリーム10ｇ1本等処方
＜馬渡Drケース検討＞
・伊藤　雄一様～体調については「悪くないです。けど…階段を昇ったりすると息苦しくなります。」と答える。最近は、エレベーターで移動しており、階段を昇っての移動はない。診察終了後に問うと、以前の話との事。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。主治医より、施設などを進めていく様に指示受ける。
・山田　晃大様～先日、青山荘の入所について拒否あり、1/26の退院は一旦見送りとなっている。理由については、本人の特性に起因する環境変化に対する不安や拒絶が中心であると思われる。改めてＰｔ本人が置かれている状況について説明。実際に青山荘で生活してやはり合わないということであれば、アパートなり別な施設を探すなりしてみてはどうかと提案したところ了承された。

関係各機関へ連絡し、退院及び青山荘入所の方向で改めて調整することとする。処方は継続とする。
	


・戸賀沢　潔様～体調については「いいです。」と、ここ1Ｗ何か悪い事は？については「悪い事はしていません。」と答えている。スタッフ側でも他室侵入などの行為は確認していない。
・原　吉郎様～体調については「変わりないです。」と答える。交信については「分からない、分からない。」と繰り返す。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。主治医より、施設などを進めていく様に指示受ける。
＜安ヶ平Drケース検討＞
・滝田　英人様～血圧70台になり起きあがれず、介助にて薬を飲んでいる事。また、血圧80台で顔面蒼白でも変化なく日課を行っている様子見られる。本人に確認すると「なにを言っているんだ」と言われ、体調に関しての内容は否定的に受けとめて終了している。同内容処方継続

・上村　みわ様～シルバーカーを押してプログラムやレストラン移動時、摂取は出来ているが食欲なくて嘔気があると訴えあり、臨時薬本日の夕からレパミピド毎食後2日分処方となる。また、背中の痛みはあると話され診察終了している。
・沼端　恵子様～1回起きると寝ないで過ごすが2時以降の為、頓服のまず経過観察している。魚の目の処置も出来ていて本日も剪刀している事から歩行時の痛み軽減している。
・坂本　のり子様～時々薬包に大きい錠剤が入っている事があると訴えが聞かれる。薬剤の関係で大きさが違う事を説明している。その錠剤で体重が増えたと思っているとも話している。
・佐々木　悦子様～妄想言動がみられる事から定期薬一部変更でオランザピン増薬すると眠くなり良くないからリスペリドン（1）→リスペリドン2㎎に増薬となる。
・出河　攻様～診察中も震えが見られていた。震えが止まるように21日からリスペリドン1㎎、ビベリデン1ｍｇと追加薬として処方となっている事を説明している、風邪症状は改善できたと本人から話されている。
・中川原　義雄様～腹痛がキリキリ痛い事があり、1日中はないが痛みがある事訴えある為
ＩＦオーダー腹痛時1日1包で服薬。ＦＫ配合散1包3回分処方し本人からスミルスティック希望にて1本処方している
